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一
『
中
国
官
僚
天
国
』
(
王
輝

一
、

岩
浪
書
居
)
解
放
後
の

中
国
が
官
僚
主
義
に
苦
し
め

一
ら
れ
て
き
た
歴
史
を
紹
介
す

-
る
。
住
居
・
医
療
・
年
金

・

一
保
育
園
、
す
べ
て
ま
る
抱
え

一
の
「
単
位
」
(
タ
ン
ウ
ェ
イ
日

一
職
場
)
と
階
級
制
度
の
実
態

一
を
わ
か
り
や
す
く
浮
き
ぼ
り

に
す
る
。
著
者
の
王
輝
民
自

身
も
官
僚
だ
っ
た
だ
け
に
、

情
報
価
値
と
し
て
は
か
な
り

高
い
。
『
小
室
直
樹
の
中
国
原
論
』

(
小
室
直
樹
徳
間
書
E
)

中
国
的
人
間
関
係
の
原
則

が
い
か
に
日
本
と
違
う
か
を

東工大助教授

橋爪大三郎

1948年生まれ。
著書に『冒険と

しての社会副

学』など多数。
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正軍司~rþEl一
即
断
固

行

立
岩
真
也
『
私
的
所
有
論
』
(
勤

酋
申
書
房
)
は
、
臓
器
移
植
と
隼
命

'
倫
理
の
問
題
を
、
身
体
に
所
有
権

一
は
及
ぶ
か
と
い
う
角
度
か
ら
論
じ

一
た
も
の
。
著
者
独
特
の
ね
ば
り
強

一
い
、
て
ち
い
の
な
い
文
体
が
魅
力

一
で
あ
る
0

・と
の
問
題
を
考
え
る
必

一読
文
献
と
な
ろ
う
!
引

-

永
田
え
り
子
『
道
徳
派
フ
ェ
ミ

一
ニ
ス
卜
宣
言
』
(
勤
草
書
房
)。

一
己
の
と
こ
ろ
拡
散
傾
向
に
あ
る
ワ

一
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
新
し
い
論
客
の
登

一
場
だ
。
徹
底
し
た
合
理
性
と
、
生

活
感
覚
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

↑
て
、
読
み
手
に
信
頼
を
覚
え
さ
せ

る
。
性
の
商
品
化
や
ミ
ス
コ
ン
、

買
春
を
論
じ
て
歯
切
れ
が
い
い
。

考
察
す
る
。
補
助
線
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
刺

客
。
人
間
と
人
聞
の
信
頼
を

絶
対
視
す
る
中
国
人
の
原
点

が
ζ
こ
に
あ
る
。

『
別
冊
宝
島
中
国
・
危
機

の
読
み
方
』
(
宝
島
社
)

矛
盾
伊
抱
-
え
な
が
ら
ぎ
く
し

ゃ
く
前
進
す
る
中
国
社
会
の

実
像
に
肉
薄
す
る
。

幻
世
紀
は
、
中
国
の
時
代
。

今
後
も
自
が
離
せ
な
い
。
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一

加
藤
典
洋
『
敗
戦
後
曹
人
講

-
談
社
)
は
、
画
期
的
な
論
考
だ
。

ヰ
日
本
三

O
O万
の
死
者
を
ま
ず
哀

士一
悼
し
て
か
ら
、
，
ア
ヲ
ア
ニ

0
0
0

一
万
の
死
者
に
向
き
合
う
。
戦
後
に

H

特
有
の
人
格
分
裂
を
克
服
し
、
歴

一
史
主
体
を
形
成
す
る
た
め
の
け
苦
'

-
e

渋
に
満
ち
た
思
索
の
筋
道
が
一
訴
さ
ρ

一
れ
て
い
る
。
自
由
主
義
歴
史
観
の
目

十
楽
天
ぶ
り
を
突
き
抜
一
り
る
、
し
た
~

勺
た
か
な
現
実
感
覚
が
そ
こ
に
は
あ

一
る
。
〈
は
し
づ
め
.・
だ
い
さ
ぶ
ろ

一
う
氏
H
東
京
工
業
大
学
教
授
・
社

一
会
学
専
攻
)

J
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郎

持
枇
四
一

オロギーであり、家族内部の

分離さえま留寺されれば原則的

に不要なものであること、「近

親根前環止J'，草分離却動《

家族内部に写像されたことの

効果であることなどが司月色か

にされる.さらにはフェミニ

ズムの動きに言及する中で、

性愛倫理の彼僚への方向性が

模索される r.性愛そのものべ
の切実な感心に引き寄せられ

た人たちJにあすすめσト咽.


